
学術論文 (近年) 

・「 領域 健康」に関する専門的事項とはⅡ －安全関連の先行研究のレビューと学問的背

景の整理－」(査読付き)乳幼児教育・保育者養成研究第 2号、2022 年。 

・「 領域 健康」に関する専門的事項とは(Ⅰ) －保育内容 健康」テキスト本と幼稚園教

育要領解説のテキストマイニングによる分析－」(査読付き)「 乳幼児教育・保育者養成研

究第 1号、2020 年。など 

 

著書 (近年) 

・「 保育内容 健康」――幼児期の教育と小学校教育をつなぐ』(共著)ミネルヴァ書房、 

2023 年。 

・「 保育・教職実践演習 学びの軌跡の集大成を目指して』(共著)光生館、2021 年。 

・「 指導と評価に生かす記録』(共著)チャイルド本社、2021 年。 など 

 

発表 (近年) 

・「 保育士養成校における ICT 活用の在り方(1) ―学生が考える保育の学びを深める ICT

への意識―」(ポスター発表)、「 日本保育学会第 75回大会(オンライン開催)、2022 年。 

・「 障害のある幼児などに関する園内研修に関する実態調査「 1）―園内研修の実施状況―」

(ポスター発表)、第 2 回日本乳幼児教育・保育者養成学会研究大会(オンライン開催)「 、

2021 年。 

・「 特別な配慮を必要とする子どもに対する保育の在り方についての検討(1) ―外国籍の

子どもを保育する意識を中心に―」、(ポスター発表)、日本保育学会第 74 回大会(オンラ

イン開催)、2021 年。など 

 

その他 (近年) 

・内閣府 令和４年度子ども・子育て支援調査研究事業 「 幼保連携型認定こども園におけ 

る評価に関する調査研究」 調査研究委員 

・内閣府 令和４年度子ども・子育て支援調査研究事業 「 幼保連携型認定こども園として

特に配慮すべき事項」等に関する調査研究 調査研究委員 

・令和 4 年度文部科学省委託研究 幼保小の架け橋プログラムのモデル地域における成果

に 

関わる調査研究」協力研究者 


